第135回通常宗議会速報



令和元年度　曹洞宗一般会計歳入歳出決算

歳入決算額					　　　50億0269万5651円
歳出決算額					　　　44億4555万0237円
　（内訳）
　経常部歳出決算額				 42億3407万9781円
　臨時部歳出決算額				  2億1147万0456円
歳入歳出決算差引残額				  5億5714万5414円
					　　　　（令和2年度準備資金に編入）

議会概要
令和２年10月12日より16日までの会期５日間にわたり、第135回通常宗議会が招集され、令和2年度一般会計歳入歳出補正予算案・令和2年度護持会特別会計歳入歳出補正予算案、曹洞宗規程制定案、曹洞宗規程中一部変更案などの議案が７本、議案第５号の曹洞宗規定制定案「新型コロナウイルス感染症福祉資金貸付規程制定案」は、新型コロナウイルス感染症により運営に影響を受けた寺院に対し、一時的な資金繰りのために必要があると査定委員会が認めた場合に200万円を限度として無利息で貸し付けをする議案が提出された。曹洞宗規程中一部変更案では、「曹洞宗選挙規定中一部変更案」「曹洞宗宗議会規程中一部変更案」「曹洞宗護持会規程中一部変更案」「曹洞宗儀礼規程中一部変更案」「曹洞宗審事院規程中一部変更案」が上程。更に承認を求める件として、令和元年度曹洞宗一般会計決算並びに予算外支出、特別会計の歳入歳出決算、宗教法人「曹洞宗」財産目録、宗令公布につき承認を求める件など17件が上程され審議が行われました。
今次宗議会では、防疫対応措置として消毒の徹底や議決・承認に関わるもの以外は議場での密集を避けて控室や客室での映像視聴による対応がとられ、定足数72名にて開会。鬼生田宗務総長の演説では、「新型コロナウイルス感染症対策積立金」として、令和２年度曹洞宗一般会計臨時部に新設する補正予算案を上程、新型コロナウイルス感染症の影響による今年度の未執行分の予算を積立て、その積立金を次年度の一般会計に繰り入れることで、令和３年度の宗費の負担を軽減することを目的とする旨の説明がなされた。
招集初日は宗議会成立に関する集会、開会式、常任委員選挙、宗務総長演説、宗務監査報告、各議案が上程され散会。上程議案に関する議案研究が行われました。第１日目に有道会・總和会を代表しての「総括質問」が行われ、２日目より上程された多数の案件はそれぞれ常任委員会並びに、議長から指名された第1・第2特別委員会に付託され、すべての議案が審議に入りました。また「通告による一般質問」が５本、「文書質問」６本が提出されました。
今次決算議会は会期が短縮され、付託された上程案の検討審議も滞りなく進行。10月14日、それぞれの常任委員会・特別委員会の委員長からの報告を受けて本会議場で可決決定、また第１特別委員会に付託された議案については、内容が膨大なことから閉会中審査として継続審議となり、会期を２日残し第135回通常宗議会は閉会しました。
宗制の主な変更
●新型コロナウイルス感染症の影響による福祉資金貸付規程
・新型コロナウイルス感染症により運営に影響を受けた寺院に対し、一時的な資金繰りのために必要があると査定委員会が認めた場合に200万円を限度として無利息で貸し付ける。
〇曹洞宗審事院規程中一部変更
・個人情報の保護に係ること等規程の全般的にわたる審議を要するために、閉会中審査とする。
〇曹洞宗選挙規程中一部変更
・副貫首選挙…第3章供託について、普通郵便為替証書の上限額変更に伴い普通郵便為替を用いない供託制度に改める。
〇曹洞宗宗議会規程中一部変更
・公布公示事務の明確化、招集事務の適正化を図る。
・最小限の出席議員による議会運営を可能とするため、常任委員の員数の減員。
・閉会中における委員会審査を可能とする。
〇曹洞宗護持会規程中一部変更
・緊急事態により、理事会を招集しないときの措置（書面決議）の新設。
・管区集会の開催頻度の変更（おおむね4年に1回）。
〇曹洞宗儀礼規程中一部変更
・法定聚会…大本山の事情を勘案して、参列者を限定できるように変更。

一般会計 歳出臨時部 決算額 2億1147万0456円（内訳）
1款‐△管長就任式                                                           0円2款‐両大本山別院南米別院佛心寺創立並びに
南アメリカ国際布教総監部６０周年記念行事補助費                　 300万円 3款‐駒澤大学開校１３０周年記念棟建設補助費	　　　　　　　 　　     1000万円
4款‐曹洞宗宗制調査室費				　　　　　　　 　　 133万0846円5款‐過疎地域等における宗門寺院の問題に関する対策準備室費 　　　  　12万8648円
6款‐禅の実践プログラム費　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   350万1606円
7款‐級階査定費  		             　　　　　　　　　　　　2189万2589円
8款‐世田谷学園特別振興補助費		                      　　    2000万円9款‐公益財団法人全日本仏教会会長
及び理事長就任補助	　　                                  161万6767円10款‐大本山總持寺祖院
災害復興支援負担金(１０年賦１０回目)			　      1億5000万円


※詳しくは曹洞宗報・会報をご参照ください。
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